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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数のゲートバスラインと、上記各ゲートバスラインと交差する複数のソースバスライ
ンと、上記ゲートバスラインと上記ソースバスラインとの交差部毎に設けられた絵素とを
備え、上記各絵素が同一基板上に絶縁層を挟んで配置された絵素電極と対向電極とを備え
ている液晶表示装置であって、
　各絵素に対する印加電圧の極性をｍ本（ｍは２以上の正の整数）のゲートバスライン毎
またはｍ本のソースバスライン毎に逆極性に設定する第１処理と、各絵素に対する印加電
圧の極性をｎ本（ｎはｍの２分の１以下の正の整数）のゲートバスライン毎またはｎ本の
ソースバスライン毎に逆極性に設定する第２処理とを、フレーム毎に交互に行う制御部と
、
　入力信号のフレームレートを増加させるフレームレート変換部と、を備え、
　上記制御部は、上記フレームレート変換部によってフレームレートが変換された入力信
号に基づいて各絵素に対する印加電圧の極性を制御することを特徴とする液晶表示装置。
【請求項２】
　複数のゲートバスラインと、上記各ゲートバスラインと交差する複数のソースバスライ
ンと、上記ゲートバスラインと上記ソースバスラインとの交差部毎に設けられた絵素とを
備え、上記各絵素が同一基板上に絶縁層を挟んで配置された絵素電極と対向電極とを備え
ている液晶表示装置であって、
　各絵素に対する印加電圧の極性をｍ本（ｍは２以上の正の整数）のゲートバスライン毎



(2) JP 6385707 B2 2018.9.5

10

20

30

40

50

またはｍ本のソースバスライン毎に逆極性に設定する第１処理と、各絵素に対する印加電
圧の極性をｎ本（ｎはｍの２分の１以下の正の整数）のゲートバスライン毎またはｎ本の
ソースバスライン毎に逆極性に設定する第２処理とを、フレーム毎に交互に行う制御部を
備え、
　上記制御部は、
　上記第１処理と上記第２処理とをフレーム毎に交互に行う通常駆動処理と、
　各絵素に対する印加電圧の極性を所定数のゲートバスライン毎またはソースバスライン
毎に逆極性に設定する調整用駆動処理とを切り替える機能を有していることを特徴とする
液晶表示装置。
【請求項３】
　複数のゲートバスラインと、上記各ゲートバスラインと交差する複数のソースバスライ
ンと、上記ゲートバスラインと上記ソースバスラインとの交差部毎に設けられた絵素とを
備え、上記各絵素が同一基板上に絶縁層を挟んで配置された絵素電極と対向電極とを備え
ている液晶表示装置の駆動方法であって、
　各絵素に対する印加電圧の極性をｍ本（ｍは２以上の正の整数）のゲートバスライン毎
またはｍ本のソースバスライン毎に逆極性に設定する第１処理と、各絵素に対する印加電
圧の極性をｎ本（ｎはｍの２分の１以下の正の整数）のゲートバスライン毎またはｎ本の
ソースバスライン毎に逆極性に設定する第２処理とを、フレーム毎に交互に行う制御工程
と、
　入力信号のフレームレートを増加させるフレームレート変換工程と、を含み、
　上記制御工程は、上記フレームレート変換工程においてフレームレートが変換された入
力信号に基づいて各絵素に対する印加電圧の極性を制御する工程を含むことを特徴とする
液晶表示装置の駆動方法。
【請求項４】
　複数のゲートバスラインと、上記各ゲートバスラインと交差する複数のソースバスライ
ンと、上記ゲートバスラインと上記ソースバスラインとの交差部毎に設けられた絵素とを
備え、上記各絵素が同一基板上に絶縁層を挟んで配置された絵素電極と対向電極とを備え
ている液晶表示装置の駆動方法であって、
　各絵素に対する印加電圧の極性をｍ本（ｍは２以上の正の整数）のゲートバスライン毎
またはｍ本のソースバスライン毎に逆極性に設定する第１処理と、各絵素に対する印加電
圧の極性をｎ本（ｎはｍの２分の１以下の正の整数）のゲートバスライン毎またはｎ本の
ソースバスライン毎に逆極性に設定する第２処理とを、フレーム毎に交互に行う制御工程
を含み、
　上記制御工程は、
　上記第１処理と上記第２処理とをフレーム毎に交互に行う通常駆動処理と、
　各絵素に対する印加電圧の極性を所定数のゲートバスライン毎またはソースバスライン
毎に逆極性に設定する調整用駆動処理とを切り替える工程を含んでいることを特徴とする
液晶表示装置の駆動方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、液晶表示装置およびその駆動方法に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来、液晶表示装置の表示方式として、液晶分子の分子軸方向（ディレクタ）を基板に
直交する面内で回転させて表示を行う方式（縦電界方式）と、基板に平行な面内で回転さ
せて表示を行う方式（横電界方式）とが知られている。
【０００３】
　縦電界方式の代表例としてはＴＮ（Twisted Nematic）モードの液晶表示装置が挙げら
れる。また、横電界方式の代表例としてはＩＰＳ（In-Plane Switching）モードの液晶表
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示装置が挙げられる。
【０００４】
　上記の両表示方式のうち、横電界方式の液晶表示装置は、視聴者が表示画面を異なる視
野角方向から観察した場合でも基本的には液晶分子の短軸方向のみが観察されるので、液
晶分子の立ち方（液晶分子の長軸方向の基板面に対する傾斜角度）の視野角依存性が小さ
く、広い視野角範囲にわたって良好な表示特性が得られるという特性を有している。この
ため、近年ではＩＰＳモード御液晶表示装置が多用される傾向にある。
【０００５】
　一方、横電界方式の液晶表示装置には、絵素電極と対向電極との間隔を狭くする必要が
あり、液晶層における電極の直上の領域は基本的には表示に寄与しないことから、一般に
、縦電界方式の液晶表示装置に比べて開口率が低いという問題がある。
【０００６】
　すなわち、横電界方式では液晶分子を基板面に略平行な方向に回転させるために、液晶
分子に対して基板面に略平行な方向の電界を印加する必要がある。このため、例えば特許
文献１に開示されているように、絵素電極と対向電極とが共通の基板側に配置され、これ
ら両電極の間には絶縁層が設けられている。ところが、絶縁層を介して対向配置された絵
素電極と対向電極との間に液晶分子を回転させることができる程度の電界を形成するため
には、これら両電極間の距離を短くする必要があり、開口率が低下してしまう。
【０００７】
　なお、横電界方式の液晶表示装置において開口率の向上を図るためには、絵素電極と対
向電極との間の絶縁層を薄くして両電極間の距離を広げることが考えられる。ところが、
横電界方式の液晶表示装置において絵素電極と対向電極との間の絶縁層を薄くすると、絵
素電極と対向電極との間のクロストークによって表示品位の低下が生じてしまう。
【０００８】
　そこで、特許文献２では、共通配線と絵素電極とをスイッチング素子を介して接続し、
対向電極をデータ配線に接続してデータ配線に対向電極の機能を兼ねさせ、共通配線をゲ
ート配線よりも上層に形成し、絵素電極及び対向電極を、ゲート配線、共通配線及びデー
タ配線よりも上層に形成することにより、電極間のクロストークを低減して開口率を向上
させることが提案されている。
【０００９】
　また、特許文献３では、一方の電極にＴＦＴを介して共通配線の共通電圧を供給し、他
方の電極にデータ配線のドレイン電圧を供給し、データ配線と上記他方の電極とを同電位
にすることでデータ配線自体を上記他方の電極の一部として機能させ、電極間のクロスト
ークを低減して開口率を向上させることが提案されている。
【００１０】
　ところで、液晶表示装置は、同一極性の電圧のみを用いて絵素を駆動する直流駆動を行
うと、液晶層内の不純物が電極に偏って蓄積し、液晶層の特性が劣化したり、液晶層が沸
騰したりするといった問題が生じることが知られている。このため、従来の液晶表示装置
では、絵素に印加する電界の極性を周期的に反転させる交流駆動（極性反転駆動）が行わ
れている。
【００１１】
　また、極性反転駆動を行う際、画面全体で極性を反転させると、＋極性（正極性）の電
圧を印加する時と－極性（負極性）の電圧を印加する時とで輝度差が生じ、フリッカーが
生じてしまう。このため、従来の液晶表示装置では、一般に、フリッカーの発生を防止す
るために、＋極性を印加する絵素と－極性を印加する絵素とを所定の領域内で均等に分散
させて配置し、各絵素の印加電圧の極性を周期的に反転させる駆動方法が採用されている
。上記駆動方法としては、一般に、１Ｈドット反転（ソースバスラインの延伸方向に並ぶ
各絵素に対する印加電圧の極性を１ゲートバスライン毎に逆極性に反転させる処理をフレ
ーム毎に行う駆動方法）、２Ｈドット反転（ソースバスラインの延伸方向に並ぶ各絵素に
対する印加電圧の極性を２ゲートバスライン毎に逆極性に反転させる処理をフレーム毎に
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行う駆動方法）のように、フレーム毎に全ての絵素に対する印加電圧の極性を反転させる
方式が用いられている。
【００１２】
　なお、特許文献４～６には、縦電界方式の液晶表示装置において、絵素の充電率の向上
および消費電力の低減を図るための技術として、１Ｈドット反転と２Ｈドット反転とを組
み合わせて極性反転駆動を行う技術が開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００１３】
【特許文献１】特開平０７-０３６０５８号公報（１９９５年２月７日公開）
【特許文献２】特開２００７－１２８１１２号公報（２００７年５月２４日公開）
【特許文献３】特開２０１２－２３４２１２号公報（２０１２年１１月２９日公開）
【特許文献４】特開昭６３－７４０３６号公報（１９９５年２月７日公開）
【特許文献５】国際公開第ＷＯ２０１０／１４６７４４号パンフレット（２０１０年月日
公開）
【特許文献６】特開２００５－１８９８２０号公報（２００５年７月１４日公開）
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１４】
　横電界方式の液晶表示装置では、絵素電極と対向電極とが絶縁層を挟んで隣接するよう
に配置されるため、極性反転駆動によって絵素電極の電位が変動すると、絵素電極と対向
電極との間に容量結合によるクロストークが発生しやすい。また、絵素電極と対向電極と
の間にクロストークが発生すると、対向電極の電位が絵素電極の電位の変化の影響を受け
て変動することで色ずれ等の表示品位の低下が生じる。
【００１５】
　このようなクロストークを防止するために、上述した特許文献２，３の技術を採用する
ことが考えられるが、特許文献２，３の技術では絵素構造を変更する必要があるので、構
造の複雑化やコストの増大を招いてしまう。
【００１６】
　本発明は、上記の問題点に鑑みて成されたものであり、その目的は、絵素電極と対向電
極とが同一基板上に絶縁膜を介して配置された液晶表示装置において、絵素の構造を複雑
化させることなく両電極間のクロストークを低減することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１７】
　本発明の一態様にかかる液晶表示装置は、複数のゲートバスラインと、上記各ゲートバ
スラインと交差する複数のソースバスラインと、上記ゲートバスラインと上記ソースバス
ラインとの交差部毎に設けられた絵素とを備え、上記各絵素が同一基板上に絶縁層を挟ん
で配置された絵素電極と対向電極とを備えている液晶表示装置であって、各絵素に対する
印加電圧の極性をｍ本（ｍは２以上の正の整数）のゲートバスライン毎またはｍ本のソー
スバスライン毎に逆極性に設定する第１処理と、各絵素に対する印加電圧の極性をｎ本（
ｎはｍの２分の１以下の正の整数）のゲートバスライン毎またはｎ本のソースバスライン
毎に逆極性に設定する第２処理とを、フレーム毎に交互に行う制御部を備えていることを
特徴としている。
【発明の効果】
【００１８】
　上記の構成によれば、絵素の構造を複雑化させることなく、極性反転の際に絵素電極と
対向電極とのクロストークによって対向電極に発生するリップルノイズを低減し、表示品
位の低下を抑制できる。また、絵素電極と対向電極との間の絶縁層を薄くできるので、開
口率を向上させることができる。
【図面の簡単な説明】
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【００１９】
【図１】（ａ）は本発明の一実施形態にかかる液晶表示装置の概略構成を示す説明図であ
り、（ｂ）は（ａ）に示したＡ－Ａ断面の断面図である。
【図２】図１に示した液晶表示装置に備えられる液晶パネルの概略構成を示す説明図であ
る。
【図３】図２に示した液晶パネルにおけるサブピクセルの構成を模式的に示した平面図で
ある。
【図４】図２に示した液晶パネルにおけるサブピクセルの断面図である。
【図５】図２に示した液晶パネルにおける絵素電極と対向電極との間に印加される電圧と
液晶分子の配向状態とを模式的に示した説明図であり、（ａ）は電圧無印加時の状態、（
ｂ）は電圧印加時の状態を示している。
【図６】図２に示した液晶パネルにおけるサブピクセルの平面図である。
【図７】図６に示したサブピクセルの透過回路図である。
【図８】図６に示した液晶パネルにおいて絵素電極と対向電極との間に生じる電界を示す
説明図である。
【図９】絵素電極と対向電極および共通配線との間のクロストークによって生じるリップ
ルノイズを示す説明図である。
【図１０】図９に示したリップルノイズの液晶容量への影響を示す説明図であり、（ａ）
はサブピクセルのスイッチング素子をＯＮした状態、（ｂ）はＯＦＦした状態を示してい
る。
【図１１】階調値と絵素電極に対する印加電圧との関係を印加電圧の極性毎に示した説明
図である。
【図１２】図１に示した液晶表示装置のタイミングコントローラに対する外部装置からの
入力信号を示す説明図である。
【図１３】図１に示した液晶表示装置のタイミングコントローラで生成される制御信号を
示す説明図であり、（ａ）は水平方向についての制御、（ｂ）は垂直方向についての制御
、（ｃ）は極性反転の制御を示している。
【図１４】図１に示した液晶表示装置におけるゲートドライバおよびソースドライバの動
作を示す説明図である。
【図１５】図１に示した液晶表示装置におけるゲートドライバおよびソースドライバの動
作を示す説明図である。
【図１６】図１に示した液晶表示装置におけるゲートドライバおよびソースドライバの動
作を示す説明図である。
【図１７】比較例にかかる表示パターンを示す説明図であり、１Ｈドット反転の場合で、
最大階調のピクセルと最小階調のピクセルとを含む代表的な表示パターンの場合の例を示
している。
【図１８】比較例にかかる表示パターンを示す説明図であり、２Ｈドット反転の場合で、
最大階調のピクセルと最小階調のピクセルとを含む代表的な表示パターンの場合の例を示
している。
【図１９】比較例にかかる表示パターンを示す説明図であり、縦ライン反転の場合で、最
大階調のピクセルと最小階調のピクセルとを含む代表的な表示パターンの場合の例を示し
ている。
【図２０】図１に示した液晶表示装置における極性反転方法を示す説明図である。
【図２１】本発明の他の実施形態にかかる液晶表示装置の概略構成を示す説明図である。
【図２２】図２１に示した液晶表示装置におけるフレームレートの変換による絵素電極へ
の印加電圧の変化を示す説明図である。
【図２３】本発明のさらに他の実施形態にかかる液晶表示装置の概略構成を示す説明図で
ある。
【図２４】図２３に示した液晶表示装置において１Ｈドット反転のみを用いて極性反転駆
動を行う場合の表示パターンの例を示す説明図である。
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【発明を実施するための形態】
【００２０】
　　〔実施形態１〕
　本発明の一実施形態について説明する。
【００２１】
　（１－１．液晶表示装置１００の構成）
　図１の（ａ）は本実施形態にかかる液晶表示装置１００の概略構成を示す説明図であり
、（ｂ）は（ａ）に示したＡ－Ａ断面の断面図である。
【００２２】
　図１の（ａ）に示したように、液晶表示装置１００は、電源回路１、タイミングコント
ローラ（制御部）２、ゲートドライバ（制御部）３、ソースドライバ（制御部）４、およ
び液晶パネル５を備えている。また、図１の（ｂ）に示したように、液晶パネル５の裏面
側にはバックライト６が備えられている。
【００２３】
　電源回路１は、外部電源（例えば商用電源、自家発電電源、充電装置など）から供給さ
れる入力電源電力を受電するとともに、液晶表示装置１００の各ブロック（各部）で利用
される電圧を生成してそれら各ブロックに供給する。具体的には、電源回路１は、タイミ
ングコントローラ２に対して、タイミングコントローラ２のロジック回路を動作させるた
めの３．３Ｖ、２．５Ｖ、１．２Ｖといったロジック電源電圧を供給する。また、電源回
路１は、ソースドライバ４に対して、ロジック用の３．３Ｖ等の電圧、ソースバスライン
への出力用（アナログ出力用）の１３Ｖ～１６Ｖの電圧、液晶パネル５に階調表示を行わ
せるために必要な電圧を規定する階調基準電圧（全階調に対して９階調程度、正極性用と
負極性用の２種類計１８種程度）を供給する。また、電源回路１は、ゲートドライバ３に
対しては、３．３Ｖのロジック電圧、３３Ｖ程度のゲート信号用のハイレベル電圧、－９
Ｖ程度のゲート信号用のローレベル電圧を供給する。また、電源回路１は、液晶パネル５
に対し、後述する対向電極３３に供給する対向電位Ｖｃｏｍ（液晶パネル５に直流電圧極
性が印加されないように個々の液晶パネルで調整された電位）を供給する。なお、液晶パ
ネル５が補助容量を備えている場合には、電源回路１が、液晶パネル５の補助容量線に補
助容量電位（例えば対向電位Ｖｃｏｍの平均値）を供給するようにしてもよい。
【００２４】
　タイミングコントローラ２は、外部装置（例えばＰＣ（Personal Computer:パーソナル
コンピュータ）やＴＶチューナーなど）から入力される入力信号に応じた画像を液晶パネ
ル５に表示させるための制御信号（ゲート駆動信号、ソース駆動信号）を生成し、ゲート
ドライバ３およびソースドライバ４に出力する。
【００２５】
　ゲートドライバ３は、タイミングコントローラ２から入力される制御信号（ゲート駆動
信号）に基づいて液晶パネル５に備えられる各ゲートバスラインに印加する電圧を制御す
ることにより、書込対象のゲートバスラインを周期的に切り替える。各ゲートバスライン
には、通常はローレベル電圧（ＬＯＷ電圧）が印加されており、ソーススタートパルスＳ
ＳＰをゲートクロック信号ＧＣＫの立上りエッジで取り込むと、先頭のゲートバスライン
に対して、次のゲートクロック信号ＧＣＫの立下りエッジから次の立上りエッジまでの間
、各サブピクセルのスイッチング素子を導通状態に切り替えるためのハイレベル電圧（Ｈ
ＩＧＨ電圧）を印加する。この処理を各ゲートバスラインに対してゲートクロック信号Ｇ
ＣＫに応じて１本ずつ順次行っていくことにより、各ゲートバスラインにハイレベル電圧
を順次印加していき、書込対象のゲートバスラインを順次切り替える。
【００２６】
　ソースドライバ４は、タイミングコントローラ２から入力される制御信号（ソース駆動
信号）と電源回路１から供給される電圧とに基づいて、ゲートドライバ３による書込対象
のゲートバスラインの切替周期に同期したタイミングで液晶表示装置１００に備えられる
各ソースバスラインに入力信号（入力画像データ）に応じた電圧を印加する。例えば、ｉ
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番目のソースバスラインに、正極性の階調値２００に対応する電圧を印加する制御信号を
受けた場合、それに相当する電圧をｉ番目のソースバスラインに供給する。
【００２７】
　液晶パネル５は、バックライト６から入射する光を拡散させる拡散シート等の光学シー
ト１１、偏光板１２、ＴＦＴ基板１３、液晶層１４、対向基板１５、および偏光板１６が
バックライト６側からこの順に配置されている。偏光板１２，１６は、特定の偏光軸の光
のみを透過させる。
【００２８】
　バックライト６は、ＬＥＤ基板２１と、ＬＥＤ基板２１における液晶パネル５側の面に
配置された複数のＬＥＤ（光源）２２とを備えている。また、ＬＥＤ基板２１における液
晶パネル５側の面には、ＬＥＤ２２から出射された光を液晶パネル５側に反射させるため
の反射シート２３が設けられている。これにより、ＬＥＤ２２から出射されて液晶パネル
５を通過する光の透過率を液晶パネル５が画像データに応じてサブピクセル（絵素）毎に
制御することで表示が行われる。なお、本実施形態では、液晶表示装置１００がバックラ
イト６から出射される光を用いて表示を行う透過型の液晶表示装置１００である場合につ
いて説明するが、これに限るものではない。例えば、外部からの入射光を反射させて表示
光として用いる反射型の液晶表示装置であってもよく、透過型の液晶表示装置の機能と反
射型の液晶表示装置の機能とを併せ持った半透過型の液晶表示装置であってもよい。
【００２９】
　図２は、液晶パネル５の概略構成を示す説明図である。この図に示すように、液晶パネ
ル５は、ソースドライバ４に接続された複数のソースバスラインＳと、ゲートドライバ３
に接続され、各ソースバスラインＳと交差するように配置された複数のゲートバスライン
Ｇとを備えている。また、ゲートバスラインＧとソースバスラインＳとの交差部毎にサブ
ピクセルｓｐが設けられている。
【００３０】
　対向基板１５における各サブピクセルｓｐに対応する位置には、図２に示したように、
カラーフィルタＲ（赤），Ｇ（緑），Ｂ（青）のいずれかが貼られており、ＲＧＢの３つ
のサブピクセルｓｐによって１つのピクセルＰが構成されている。なお、図２には、ＲＧ
Ｂの各サブピクセルｓｐがストライプ状に配置された構成（縦ストライプパターン）を示
したが、各サブピクセルの配置方式はこれに限るものではない。例えば、ＲＧＢのサブピ
クセルを三角形状に配置したデルタパターン方式を用いてもよい。
【００３１】
　また、各サブピクセルｓｐにはＴＦＴ（Thin Film Transistor）からなるスイッチング
素子３１が設けられており、各スイッチング素子３１のゲート端子はゲートバスラインＧ
、ソース端子はソースバスラインＳ、ドレイン端子は後述する絵素電極３２にそれぞれ接
続されている。
【００３２】
　図３はサブピクセルｓｐの構成を模式的に示した平面図であり、図４はサブピクセルｓ
ｐの断面図である。
【００３３】
　これら各図に示すように、ＴＦＴ基板１３上にゲートバスラインＧ、共通配線３５、お
よび対向電極３３が形成されており、これら各部材を覆うようにゲート絶縁膜（絶縁膜）
１７が形成され、ゲート絶縁膜１７上に半導体膜３４、ソースバスラインＳ、および絵素
電極３２が形成されている。
【００３４】
　共通配線３５は、各ゲートバスラインＧに対して略平行に延伸するように形成されてお
り、対向電極３３は共通配線３５に接続されている。また、共通配線３５はソースドライ
バ４に接続されており、共通配線３５の電位はソースドライバ４によって対向電位Ｖｃｏ
ｍに制御される。なお、対向電極３３と共通配線３５とは一体的に形成されていてもよい
。
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【００３５】
　半導体膜３４はゲート絶縁膜１７を介してゲートバスラインＧと対向する位置に配置さ
れ、ソースバスラインＳの一部および絵素電極３２の一部が半導体膜３４それぞれに接続
されている。これにより、半導体膜３４をチャネル層とするＴＦＴからなるスイッチング
素子３１が形成されている。なお、本実施形態では、半導体膜３４として非結晶シリコン
膜を用いている。ただし、半導体膜３４の構成はこれに限るものではなく、例えば、イン
ジウムガリウム亜鉛酸化物半導体などの酸化物半導体を用いてもよく、ポリシリコンなど
を用いてもよい。
【００３６】
　また、ソースバスラインＳ、半導体膜３４、および絵素電極３２を覆うように保護酸化
膜１８が形成されており、さらに保護酸化膜１８を覆うように配向膜１９が形成されてい
る。
【００３７】
　また、対向基板１５におけるＴＦＴ基板１３との対向面側には配向膜２０が形成されて
おり、ＴＦＴ基板１３との対向面とは反対側の面（表示面側）には偏光板１６が配置され
ている。また、対向基板１５における各サブピクセルに対応する領域には、上述したよう
にＲ，Ｇ，Ｂのいずれかのカラーフィルタ（図示せず）が設けられている。配向膜１９，
２０は、電界無印加時における液晶分子の配向方向を規制する。
【００３８】
　図５は絵素電極３２と対向電極３３との間に印加される電圧と液晶分子の配向状態とを
模式的に示した説明図であり、（ａ）は電圧無印加時の状態、（ｂ）は電圧印加時の状態
を示している。図５の（ａ）に示したように、絵素電極３２と対向電極３３との間に電圧
が印加されておらずこれら両電極が同電位である場合は、液晶分子は長軸方向が絵素電極
３２および対向電極３３の対向方向に直交する方向を向くように配向している。これに対
して、絵素電極３２と対向電極３３との間に電圧が印加されると、図５の（ｂ）に示すよ
うに、両電極間に形成される電界によって液晶分子が基板面に平行な方向に沿って回転す
る。これにより、液晶層１４を通過する光の偏光軸が回転する。なお、回転角度は絵素電
極３２と対向電極３３との間に印加される電圧に応じて決まる。
【００３９】
　図１の（ｂ）に示したように、バックライト６から出射された光は、特定の偏光軸の向
きの光だけが偏光板１２を透過し、偏光軸が揃った光は液晶層１４を通過する際に液晶の
複屈折によって偏光軸がずらされる。この偏光軸のずれ量は、液晶分子の回転量に依存し
、液晶層１４を通過する光の偏光軸と偏光板１６の偏光軸方向とに応じて液晶パネル５を
透過する光の量が決まる。液晶分子の回転量は絵素電極３２と対向電極３３との間に印加
される電圧に依存するので、絵素電極３２に印加する電圧を制御することで階調表示を行
うことができる。
【００４０】
　図６は、図３に示したサプピクセルの構成をより詳細に示した平面図である。図６に示
すように、絵素電極３２および対向電極３３は櫛歯状に形成されており、これら両電極の
櫛歯部分が交互に配置される。また、図６に示したように、各サブピクセルには、補助容
量電極３６（図中の斜線部参照）および補助容量配線３７が設けられている。補助容量配
線３７はコンタクトホール３９を介して共通配線３５に接続されており、対向電位Ｖｃｏ
ｍが供給される。補助容量電極３６はコンタクトホール３８を介して絵素電極３２に接続
されている。これにより、補助容量電極３６と補助容量配線３７との間にスイッチング素
子３１がオフされたときの電位を保持するための液晶補助容量が形成される。なお、図６
の例では、補助容量配線３７を共通配線３５に接続しているが、これに限らず、共通配線
３５とは別に補助容量配線を設け、この補助容量配線を介して補助容量電位を供給しても
よい。
【００４１】
　図７は、図６に示したサブピクセル構造の等価回路図である。この図に示すように、横
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電界方式の液晶表示装置では、絵素電極３２およびスイッチング素子３１のソース端子側
と対向電極３３とが同じ基板上に絶縁層を挟んで配置されているため、絵素電極３２およ
びスイッチング素子３１のソース端子側と対向電極３３とが絶縁層を挟んで対向する部分
で容量性の結合（クロストーク容量）が発生する。
【００４２】
　なお、本実施形態では、図８に示すように、液晶層１４の厚さが約３μｍであるのに対
して、ゲート絶縁膜１７の厚さが約０．３μｍしかないため、上記のクロストーク容量が
大きくなる。
【００４３】
　このようなクロストーク容量が発生すると、図９に示すように、スイッチング素子３１
がＯＮ状態（導通状態）になって絵素電極３２の電位が変化すると、この変化がクロスト
ーク容量を介して対向電極３３および共通配線３５に伝搬し、図９に示す様なリップルノ
イズが発生する。このリップルノイズは、スイッチング素子３１がＯＮ状態になって書き
込みが行われているサブピクセルの周辺において局所的に発生する。また、リップルノイ
ズの大きさは絵素電極３２の電位変化の大きさに依存し、ノーマリブラックの液晶パネル
の場合、最大階調の表示中に極性反転が発生する時に最も大きくなる。
【００４４】
　上記のリップルノイズの影響により、図１０の（ａ）に示すように、スイッチング素子
３１がＯＮ状態になったときに液晶容量にチャージされる電圧（絵素電極３２と対向電極
３３との電位差）が本来の値からずれてしまう。なお、スイッチング素子３１がＯＦＦ状
態（非導通状態）である時は、液晶補助容量があるので、図１０の（ｂ）に示すように、
液晶容量の電位は変化しない。
【００４５】
　本実施形態では、線順次で書き込みを行うので、リップルノイズが発生した次のゲート
バスラインに対する書き込み時に最もその影響が大きくなる。また、ノーマリブラックの
場合、階調値と印加電圧の関係は図１１のようになるので、リップルノイズ量が同じであ
れば階調が低いほどその影響が大きくなる。なお、書き込みを行っている極性反転の変化
量が、リップルノイズの原因となる１ゲートバスライン前と同程度である場合には、同じ
方向に振られているので影響が小さくなる。
【００４６】
　したがって、クロストークの影響は反転方式に依存し、また、最大階調と最小階調を含
んだ表示パターンの場合に影響を受けやすくなる。そこで、本実施形態では、極性反転方
式を工夫することにより、上記のクロストークの影響を低減する。極性反転方式の詳細に
ついては後述する。
【００４７】
　　（１－２．液晶表示装置１００の動作制御）
　図１２は外部装置からタイミングコントローラ２への入力信号を示す説明図である。こ
の図に示すように、タイミングコントローラ２には、クロック信号ＣＬＫ、イネーブル信
号ＥＮＡＢＬＥ、およびＲＧＢの各色のピクセルデータ（画像データ）Ｒ０～Ｒ９，Ｇ０
～Ｇ９，Ｂ０～Ｂ９が入力される。イネーブル信号ＥＮＡＢＬＥは、ピクセルデータが存
在する部分をＨ（ハイレベル）、存在しない部分をＬ（ローレベル）とした同期信号であ
り、イネーブル信号ＥＮＡＢＬＥがＨである期間中に１水平ラインまた、ピクセルデータ
は、ＲＧＢの各色の階調値（例えば１０ビットの階調値）をピクセル毎に示したデータで
ある。なお、本明細書において、水平方向とはゲートバスラインの延伸方向を意味し、垂
直方向とはソースバスラインの延伸方向を意味するものとする。
【００４８】
　なお、図１２の（ａ）におけるＤ０，Ｄ１，・・・は１ピクセル分のデータを示してお
り、図１２の（ｂ）におけるＤＨ０，ＤＨ１，・・・は１水平ライン分のデータを示して
いる。例えば、入力画像データが３８４０ピクセル×２１６０ピクセルのデータである場
合、水平方向の１ライン（１ゲートバスライン）分のデータ数は３８４０個であり、それ
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が垂直方向に２１６０ライン分存在する。
【００４９】
　タイミングコントローラ２は、上記の入力信号に基づいてゲートドライバ３およびソー
スドライバ４の動作を制御するためのゲート制御信号およびソース制御信号を生成する。
【００５０】
　図１３はゲート制御信号およびソース制御信号の一例を示す図であり、（ａ）は水平方
向についての制御タイミング、（ｂ）は垂直方向についての制御タイミング、（ｃ）は極
性反転の制御タイミングを示している。
【００５１】
　図１３に示すように、タイミングコントローラ２は、ソース制御信号として、ソースク
ロック信号ＳＣＫ、ソーススタートパルスＳＳＰ、ラッチパルスＬＳ、極性反転信号（リ
バース信号）ＲＥＶ、およびピクセルデータＤＡＴＡ（Ｒ０～Ｒ９，Ｇ０～Ｇ９，Ｂ０～
Ｂ９）を生成する。ソーススタートパルスＳＳＰは水平方向のデータの先頭（１ゲートバ
スライン分のデータの先頭）を示す。ラッチパルスＬＳはソースドライバ４の出力の切り
替えタイミングを示す。極性反転信号ＲＥＶは出力電圧の極性の切り替えタイミングを示
す。Ｒ９－Ｒ０は赤のデータ、Ｇ９－Ｇ０は緑のデータ、Ｂ９－Ｂ０は青のデータを示し
ている。
【００５２】
　また、タイミングコントローラ２は、ゲート制御信号として、ゲートスタートパルスＧ
ＳＰおよびゲートクロック信号ＧＣＫを生成する。ゲートスタートパルスＧＳＰは、垂直
方向の先頭ラインの選択タイミング（各フレームの開始タイミング）を示す。ゲートクロ
ック信号ＧＣＫは、各ゲートバスラインを線順次で選択するタイミングを示す。これら各
信号に基づいて、図１３の（ｂ）に示すように、ゲートドライバ３が、ゲートスタートパ
ルスＧＳＰおよびゲートクロック信号ＧＣＫに基づいて各ゲートバスラインへの出力信号
（ゲート信号）を１本ずつ順次ハイレベルに切り替え、書込対象のゲートバスラインを順
次選択していく。
【００５３】
　また、タイミングコントローラ２は、図１３の（ｃ）に示すように、表示画面内の一部
の領域では１ゲートバスライン毎に印加電圧の極性を反転させ、他の領域では２ゲートバ
スライン毎に印加電圧の極性を反転させるように極性反転信号ＲＥＶを生成する。なお、
極性反転の制御方法の詳細については後述する。
【００５４】
　図１４～図１６はゲートドライバ３およびソースドライバ４の動作を示す説明図であり
、図１４は水平方向の動作、図１５は垂直方向の動作、図１６はフレーム毎の動作を示し
ている。
【００５５】
　まず、水平方向の動作について説明する。図１４に示すように、ソースドライバ４は、
タイミングコントローラ２からソースクロック信号ＳＣＫ、ソーススタートパルスＳＳＰ
、極性反転信号ＲＥＶ、ラッチパルスＬＳ、およびピクセルデータＲ９～Ｒ０，Ｇ９～Ｇ
０，Ｂ９～Ｂ０が入力されると、次のソースクロック信号ＳＣＫの立上りエッジで先頭の
ピクセルのデータを取り込み、その次のソースクロック信号ＳＣＫの立上りエッジで次の
ピクセルのピクセルデータといったように、各ピクセルのピクセルデータを順次取り込ん
でいく。この処理を液晶パネル５の水平方向（ゲートバスラインＧの延伸方向）のピクセ
ル数に応じた回数繰り返し、１水平ライン分の全ピクセルのデータを取り込む（例えば水
平方向のピクセル数が３８４０であれば３８４０個のデータの取り込む）。
【００５６】
　ソースドライバ４の出力側にはピクセル数×３色分のソースバスラインＳが接続されて
おり、ソースドライバ４はそれら各ソースバスラインを駆動する。図１４の例では、ソー
スドライバ４は、３８４０ピクセル×３色＝１１５２０本のソースバスラインＳ０（Ｒ）
～Ｓ１１５１９（Ｂ）を駆動する。
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【００５７】
　各ソースバスラインに対する印加電圧の切り替えは、１水平ライン分のデータを取り込
んだ後、ラッチパルスＬＳに応じて１水平ラインに対して一斉に行い、入力された各ピク
セルの階調データと極性反転信号ＲＥＶとに応じて、図１１に示したような印加電圧を各
ソースバスラインに印加する。
【００５８】
　印加電圧の極性については、極性反転信号ＲＥＶをラッチパルスＬＳの立上りエッジで
取り込み、取り込んだ極性反転信号ＲＥＶがローレベルであれば各ソースバスラインに対
する印加電圧の極性を先頭ラインから順に、－、＋、－、＋、・・・に設定する。また、
取り込んだ極性反転信号ＲＥＶがハイレベルであれば、各ソースバスラインに対する印加
電圧の極性を先頭ラインから順に、＋、－、＋、－、・・・に設定する。ソースバスライ
ン毎に＋極性と－極性とを交互に並べているのは、＋印加時と－印加時とでサブピクセル
の透過率が異なるため、同極性のサブピクセルを並べるとフリッカーが発生するためであ
る。
【００５９】
　また、ゲートドライバ３は、タイミングコントローラ２からゲートスタートパルスＧＳ
Ｐ、およびゲートクロック信号ＧＣＫが入力されると、ゲートバスラインに対する印加電
圧を１ラインずつハイレベルにしていく。図１４は、ｎ－１ライン目がハイレベルからロ
ーレベルに切り替わり、ｎライン目がローレベルからハイレベルに切り替わるタイミング
を示している。ゲートバスラインに対する印加電圧のハイレベルの電位は、ソースバスラ
インの電位よりも十分に高く設定されており、ゲートバスラインに対する印加電圧がハイ
レベルになると当該ゲートバスラインに接続された各スイッチング素子３１はオン（導通
状態）になる。これにより、ソースドライバ４からソースバスラインを介して各サブピク
セルの絵素電極３２に画像データに応じた電位が印加される。このようにして１水平ライ
ン分の書き込みが行われる。
【００６０】
　次に、垂直方向の動作について、図１５を参照しながら説明する。なお、図１５では、
個々のピクセルの入力データについては、１水平ライン（１ゲートバスライン）分のデー
タをまとめてＤＨ１，ＤＨ２，・・・と示している。また、ＤＨ１，ＤＨ２，・・・とい
う表記における数字部分はゲートバスラインの番号を示している。例えば、ＤＨ０は１ラ
イン目のデータを示しており、ＤＨ１２は１３ライン目のデータを示している。
【００６１】
　ソースドライバ４は、ラッチパルスＬＳの立上りタイミングに応じて、その直前に入力
されたデータと極性反転信号ＲＥＶとに基づいて各ソースバスラインに設定される電圧を
全てのソースバスラインに対して印加する。なお、ソースバスラインの出力に記載されて
いる＋、－は極性を表している。
【００６２】
　ソースドライバ４は、ゲートスタートパルスＧＳＰがハイレベルである期間中にゲート
クロック信号ＧＣＫの立上りエッジを検知すると、その直後のゲートクロック信号ＧＣＫ
の立下りから次のゲートクロック信号ＧＣＫの立上りまでの間、先頭のゲートバスライン
Ｇ０にハイレベル電圧（当該ゲートバスライン上の各サブピクセルのスイッチング素子３
１を導通状態にするための電圧）を印加する。その後、ゲートクロック信号ＧＣＫの立下
りを検知する毎に、ゲートクロック信号ＧＣＫの立上りを検知するまでの期間、次のゲー
トバスラインにハイレベル電圧を１ラインずつ順次印加していく。
【００６３】
　これにより、ハイレベル電圧が印加されているゲートバスラインの各ピクセルに画像デ
ータに応じた電圧が書き込まれる。この処理をゲートバスライン毎に全てのゲートバスラ
インに対して行うことによって、１画面全てのピクセルに書き込みが行われる。
【００６４】
　次に、フレーム毎の動作について、図１６を参照しながら説明する。図１６に示すよう
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に、極性反転信号ＲＥＶは、フレームｎ（ｎは１以上の正の整数）では１水平ライン毎に
Ｈ（ハイレベル）とＬ（ローレベル）とが切り替えられる。また、フレームｎ＋１では、
Ｈ，Ｌ，Ｌ，Ｈというように２水平ライン毎にＬとＨとが切り替えられる。また、フレー
ムｎ＋２では、フレームｎとＬ，Ｈの極性を逆にした上で１水平ライン毎にＨとＬとが切
り替えられる。また、フレームｎ＋３では、フレームｎ＋１とＬ，Ｈの極性を逆にした上
で２水平ライン毎にＬとＨとが切り替えられる。このように、極性反転信号ＲＥＶは、４
フレーム周期で変化する。
【００６５】
　このように、ソースドライバ４の出力の極性は、１Ｈ反転駆動と２Ｈ反転駆動とを交互
に繰り返す。これにより、各サブピクセルに書き込まれる電圧の極性も１Ｈ反転と２Ｈ反
転とを繰り返す。
【００６６】
　　（１－３．極性反転方法）
　次に、極性反転方式と表示不良との関係について説明する。
【００６７】
　図１７は、比較例１にかかる表示パターンを示す説明図であり、１Ｈドット反転（ソー
スバスラインの延伸方向に並ぶ各サブピクセルに対する印加電圧の極性を１ゲートバスラ
イン毎に逆極性に設定し、かつゲートバスラインの延伸方向に並ぶ各サブピクセルに対す
る印加電圧の極性を１ソースバスライン毎に逆極性に設定し、かつ各サブピクセルに対す
る印加電圧を１フレーム毎に逆極性に設定する極性反転方式。）の場合で、最大階調のピ
クセル（点灯ピクセル）と最小階調のピクセル（消灯ピクセル）とを含んだ代表的な表示
パターンの場合の例を示している。なお、図中の色付けしたピクセルは最大階調のピクセ
ルを示しており、色付けしていないピクセルは最小階調のピクセルを示している。
【００６８】
　具体的には、図１７の（ａ）は、縦ストライプパターン（最大階調のピクセルと最小階
調のピクセルとがゲートバスラインの延伸方向にピクセル毎に交互に並び、ソースバスラ
インの延伸方向についてはソースバスライン上の全ピクセルが最大階調または最小階調の
一方に設定される表示パターン）の例を示している。
【００６９】
　また、図１７の（ｂ）は、１Ｈ千鳥パターン（最大階調のピクセルと最小階調のピクセ
ルとがゲートバスラインの延伸方向にピクセル毎に交互に並び、ソースバスラインの延伸
方向については最大階調のピクセルと最小階調のピクセルとが１ゲートバスライン毎に交
互に配置される表示パターン）の例を示している。
【００７０】
　また、図１７の（ｃ）は、２Ｈ千鳥パターン（最大階調のピクセルと最小階調のピクセ
ルとがゲートバスラインの延伸方向にピクセル毎に交互に並び、ソースバスラインの延伸
方向については最大階調のピクセルと最小階調のピクセルとが２ゲートバスライン毎に交
互に配置される表示パターン）を示している。
【００７１】
　図１７に示したように、縦ストライプパターンおよび２Ｈ千鳥パターンの場合、点灯サ
ブピクセル（最大階調のサブピクセル）のうち＋極性のサブピクセルの数と－極性のサブ
ピクセルの数とに偏りが生じる。このため、上述したクロストーク容量が大きくなり、表
示不良が生じる。なお、１Ｈ千鳥パターンの場合には＋極性のサブピクセルの数と－極性
のサブピクセルの数とに偏りは生じないので、クロストークに起因する表示不良は生じな
い。
【００７２】
　図１８は、比較例２にかかる表示パターンを示す説明図であり、２Ｈドット反転（ソー
スバスラインの延伸方向に並ぶ各サブピクセルに対する印加電圧の極性を２ゲートバスラ
イン毎に逆極性に設定し、かつゲートバスラインの延伸方向に並ぶ各サブピクセルに対す
る印加電圧の極性を１ソースバスライン毎に逆極性に設定し、かつ各サブピクセルに対す
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る印加電圧を１フレーム毎に逆極性に設定する極性反転方式。）の場合で、最大階調のピ
クセルと最小階調のピクセルとを含んだ代表的な表示パターンの場合の例を示している。
具体的には、図１８の（ａ）は縦ストライプパターン、図１８の（ｂ）は１Ｈ千鳥パター
ン、図１８の（ｃ）は２Ｈ千鳥パターンを示している。
【００７３】
　図１８に示したように、縦ストライプパターンおよび２Ｈ千鳥パターンの場合、点灯サ
ブピクセルのうち＋極性のサブピクセルの数と－極性のサブピクセルの数とに偏りが生じ
る。このため、上述したクロストーク容量が大きくなり、表示不良が生じる。なお、１Ｈ
千鳥パターンの場合には＋極性のサブピクセルの数と－極性のサブピクセルの数との偏り
は軽度なので、クロストークに起因する表示不良は生じない。
【００７４】
　図１９は、比較例３にかかる表示パターンを示す説明図であり、縦ライン反転（ソース
バスラインの延伸方向に並ぶ各サブピクセルに対する印加電圧を＋極性または－極性のい
ずれか一方とし、かつ隣接するソースバスラインのサブピクセルに対する印加電圧を逆極
性とし、かつ各サブピクセルに対する印加電圧を１フレーム毎に逆極性に設定する極性反
転方式）の場合で、最大階調のピクセルと最小階調のピクセルとを含んだ代表的な表示パ
ターンの場合の例を示している。具体的には、図１９の（ａ）は縦ストライプパターン、
図１９の（ｂ）は１Ｈ千鳥パターン、図１９の（ｃ）は２Ｈ千鳥パターンを示している。
【００７５】
　図１９に示したように、１Ｈ千鳥パターンの場合、点灯サブピクセルのうち＋極性のサ
ブピクセルの数と－極性のサブピクセルの数とに偏りが生じる。このため、上述したクロ
ストーク容量が大きくなり、表示不良が生じる。なお、縦ストライプパターンおよび２Ｈ
千鳥パターンの場合には＋極性のサブピクセルの数と－極性のサブピクセルの数との偏り
は生じないかあるいは軽度なので、クロストークに起因する表示不良は生じない。
【００７６】
　図２０は、本実施形態における極性反転方法を示す説明図である。図２０に示すように
、本実施形態では、１Ｈドット反転と２Ｈドット反転とを組み合わせて駆動する。
【００７７】
　具体的には、フレームｎ（ｎは１以上の正の整数）およびフレームｎ＋２では２Ｈドッ
ト反転を用い、フレームｎ＋１およびフレームｎ＋３では１Ｈドット反転を用いる。すな
わち、フレームｎおよびフレームｎ＋２では、ソースバスラインの延伸方向に並ぶ各サブ
ピクセルに対する印加電圧の極性を２ゲートバスライン毎に逆極性に設定し、かつゲート
バスラインの延伸方向に並ぶ各サブピクセルに対する印加電圧の極性を１ソースバスライ
ン毎に逆極性に設定する。また、フレームｎ＋１およびフレームｎ＋３では、ソースバス
ラインの延伸方向に並ぶ各サブピクセルに対する印加電圧の極性を１ゲートバスライン毎
に逆極性に設定し、かつゲートバスラインの延伸方向に並ぶ各サブピクセルに対する印加
電圧の極性を１ソースバスライン毎に逆極性に設定する。また、各サブピクセルに対する
印加電圧の極性が、フレームｎとフレームｎ＋２とで逆極性になり、かつフレームｎ＋１
とフレームｎ＋３とで逆極性になるように駆動する。
【００７８】
　これにより、図２０に示したように、点灯サブピクセルのうち＋極性のサブピクセルの
数と－極性のサブピクセルの数との偏りを低減することができるので、クロストークによ
って対向電極に発生するリップルノイズを低減し、表示品位の低下を抑制することができ
る。すなわち、１Ｈドット反転と２Ｈドット反転を組み合わせて交互に行うことにより、
リップルノイズが発生する場所を変動させることができるので、クロストークの影響を低
減できる。
【００７９】
　また、クロストークの影響を低減することにより、絵素電極と対向電極との間に配置さ
れる絶縁膜を薄くすることができるので、開口率を向上させることができる。また、開口
率を大きくすることにより液晶パネルを透過する光の量を増大させることができるので、
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最大輝度が高い液晶表示装置を実現できる。あるいは、バックライトの出射光の輝度を低
減してコストダウンを図ることができる。
【００８０】
　なお、本実施形態では、２Ｈドット反転（第１処理）と１Ｈドット反転（第２処理）と
を組み合わせる極性反転方法を用いる場合について説明したが、これに限るものではない
。各サブピクセルの液晶層に対する印加電圧の極性をｍゲートバスライン（ｍは２以上の
正の整数）毎に逆極性に設定する第１処理と、各サブピクセルの液晶層に対する印加電圧
の極性をｎゲートバスライン（ｎはｍの２分の１以下の正の整数）毎に逆極性に設定する
第２処理とをフレーム毎に交互に繰り返す構成であればよい。
【００８１】
　また、本実施形態では、本発明をＩＰＳモードの液晶表示装置に適用した場合の例につ
いて説明したが、これに限るものではなく、絵素電極と対向電極とが同一基板上に絶縁層
を介して配置された横電界方式の液晶表示装置であれば適用でき、例えば、フリンジフィ
ールドスイッチング（ＦＦＳ）方式やアドヴァンストフリンジフィールドスイッチング（
ＡＦＦＳ）方式の液晶表示装置にも適用できる。
【００８２】
　　〔実施形態２〕
　本発明の他の実施形態について説明する。なお、説明の便宜上、実施形態１と同じ機能
を有する部材については同じ符号を付し、その説明を省略する。
【００８３】
　図２１は、本実施形態にかかる液晶表示装置１００ｂの概略構成を示す説明図である。
この図に示すように、本実施形態にかかる液晶表示装置１００ｂは、実施形態１における
液晶表示装置１００の構成に加えて、タイミングコントローラ２の前段にフレームレート
変換部７を備えている。
【００８４】
　本実施形態では、実施形態１と同様、１Ｈドット反転と２Ｈドット反転とを組み合わせ
て極性反転駆動を行う。この場合、１Ｈドット反転または２Ｈドット反転の一方を用いて
駆動を行う場合に比べて、各ピクセルの極性反転の周期が遅くなり（反転周波数の実行値
が下がり）、フレームレートが低い場合には表示斑等の表示品位の低下が発生する場合が
ある。
【００８５】
　そこで、本実施形態では、フレームレート変換部７が、図２２に示すように、外部装置
から入力される入力信号のフレームレート（フレーム周波数）を２倍に増加させる。すな
わち、１フレームを２サブフレームに分割する。
【００８６】
　また、タイミングコントローラ２は、図２２に示すように、２サブフレーム毎に各ピク
セルに印加する電圧の極性を反転させる。
【００８７】
　これにより、フレームレートの変換を行わない場合には各ピクセルに１回の書き込みを
行う毎に極性が反転していたのに対して、本実施形態では各ピクセルに２回書き込みを行
う毎に極性を反転させる。したがって、各ピクセルに対する１回の書き込み時間を短くし
て極性反転の周期を短くすることができるので、表示品位の低下が発生する確率を低減で
きる。
【００８８】
　なお、表示斑等の不具合を適切に防止するためには、フレームレート変換後のフレーム
レート（フレーム周波数）は、１００Ｈｚ以上であることが好ましく、５０Ｈｚ以上であ
ることがより好ましい。
【００８９】
　また、本実施形態では、入力信号のフレームレートを２倍に増加させるものとしたが、
これに限るものではなく、３倍以上に増加させてもよい。
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【００９０】
　　〔実施形態３〕
　本発明のさらに他の実施形態について説明する。なお、説明の便宜上、上述した実施形
態と同じ機能を有する部材については同じ符号を付し、その説明を省略する。
【００９１】
　液晶パネル５の対向電位Ｖｃｏｍの値は、＋極性印加時と－極性印加時との輝度差によ
って発生するフリッカーを小さくするように、個々の液晶パネル毎に調整する必要がある
。
【００９２】
　ところが、上述した各実施形態では、１Ｈドット反転と２Ｈドット反転とを組み合わせ
ることにより、絵素電極と対向電極とのクロストークの影響を低減しているため、フリッ
カーが生じにくいため、対向電位Ｖｃｏｍの調整を行うことができない。
【００９３】
　そこで、本実施形態では、図２３に示すように、タイミングコントローラ２に、外部装
置から極性反転切替信号に基づいて、（ｉ）通常の画像表示時には、各サブピクセルに対
する印加電圧の極性をｍ本のゲートバスライン毎に逆極性に設定する第１処理とｎ本のゲ
ートバスライン毎に逆極性に設定する第２処理とをフレーム毎に交互に行う通常駆動処理
を行い、（ｉｉ）対向電位Ｖｃｏｍを調整する際には、各サブピクセルに対する印加電圧
の極性を所定数のゲートバスライン毎（あるいはソースバスライン毎）に反転させる調整
用駆動処理を行うように、極性反転方法を切り替える機能を設ける。なお、タイミングコ
ントローラ２に極性反転方法を切り替えさせるためのスイッチを設け、ユーザがこのスイ
ッチを操作することで極性反転方法を切り替えるようにしてもよい。
【００９４】
　図２４は、調整用駆動処理として、１Ｈドット反転のみを用いて極性反転処理を行う場
合の表示パターンを示す説明図である。この図に示すように、１Ｈドット反転では、ソー
スバスラインの延伸方向およびゲートバスラインの延伸方向のそれぞれについて＋極性を
印加するサブピクセルと－極性を印加するサブピクセルとを交互に配置する。そして、＋
極性の各サブピクセルまたは－極性の各サブピクセルのいずれか一方を最大階調のピクセ
ル（点灯ピクセル）とし、他方を最小階調のピクセル（消灯ピクセル）とし、各サブピク
セルに対する印加電圧の極性を1フレーム毎に反転させる。
【００９５】
　これにより、＋極性印加時と－極性印加時の輝度差によって発生するフリッカーを発現
させ、このフリッカーを小さくするように対向電位Ｖｃｏｍの設定を行うことができる。
【００９６】
　なお、対向電位Ｖｃｏｍの調整時以外の動作については実施形態１と同様なのでその説
明は省略する。
【００９７】
　　〔実施形態４〕
　本発明のさらに他の実施形態について説明する。なお、説明の便宜上、上述した実施形
態と同じ機能を有する部材については同じ符号を付し、その説明を省略する。
【００９８】
　上述した各実施形態では、各サブピクセルの液晶層に対する印加電圧の極性をｍゲート
バスライン毎に反転させる第１処理と、各サブピクセルの液晶層に対する印加電圧の極性
をｎゲートバスライン毎に反転させる第２処理とをフレーム毎に交互に繰り返す構成につ
いて説明した。
【００９９】
　これに対して、本実施形態では、各サブピクセルの液晶層に対する印加電圧の極性をｍ
ソースバスライン毎に逆極性に設定する第１処理と、各サブピクセルの液晶層に対する印
加電圧の極性をｎソースバスライン毎に逆極性に設定する第２処理とをフレーム毎に交互
に繰り返す。
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【０１００】
　例えば、２Ｖドット反転（ゲートバスラインの延伸方向に並ぶ各サブピクセルに対する
印加電圧の極性を２ソースバスライン毎に逆極性に設定する極性反転方式）と、１Ｖドッ
ト反転（ゲートバスラインの延伸方向に並ぶ各サブピクセルに対する印加電圧の極性を１
ソースバスライン毎に逆極性に設定する極性反転方式）とを交互に繰り返す。
【０１０１】
　本実施形態にかかる極性反転駆動方法によれば、上述した各実施形態と略同様の効果を
得ることができる。
【０１０２】
　　〔まとめ〕
　本発明の態様１にかかる液晶表示装置１００は、複数のゲートバスラインＧと、上記各
ゲートバスラインＧと交差する複数のソースバスラインＳと、上記ゲートバスラインＧと
上記ソースバスラインＳとの交差部毎に設けられた絵素（サブピクセルｓｐ）とを備え、
上記各絵素（サブピクセルｓｐ）が同一基板（ＴＦＴ基板１３）上に絶縁層（ゲート絶縁
膜１７）を挟んで配置された絵素電極３２と対向電極３３とを備えている液晶表示装置１
００であって、各絵素（サブピクセルｓｐ）に対する印加電圧の極性をｍ本（ｍは２以上
の正の整数）のゲートバスラインＧ毎またはｍ本のソースバスラインＳ毎に逆極性に設定
する第１処理と、各絵素（サブピクセルｓｐ）に対する印加電圧の極性をｎ本（ｎはｍの
２分の１以下の正の整数）のゲートバスラインＧ毎またはｎ本のソースバスラインＳ毎に
逆極性に設定する第２処理とを、フレーム毎に交互に行う制御部（ソースドライバＳ）を
備えていることを特徴としている。
【０１０３】
　絵素電極と対向電極とが同一基板上に絶縁層を挟んで配置されている液晶表示装置では
、各絵素に対する印加電圧の極性反転時に絵素電極と対向電極との間のクロストークによ
っての対向電極にリップルノイズが発生し、表示品位の低下が生じる場合がある。このリ
ップルノイズの影響を防止するために絵素電極と対向電極との間の絶縁層を厚くすると、
開口率が低下してしまう。
【０１０４】
　これに対して、上記の構成によれば、各絵素（サブピクセルｓｐ）に対する印加電圧の
極性をｍ本のゲートバスラインＧ毎またはｍ本のソースバスラインＳ毎に逆極性に設定す
る第１処理と、各絵素（サブピクセルｓｐ）に対する印加電圧の極性をｎ本のゲートバス
ラインＧ毎またはｎ本のソースバスラインＳ毎に逆極性に設定する第２処理とを、フレー
ム毎に交互に行う。これにより、絵素（サブピクセルｓｐ）の構成を複雑化させることな
く、極性反転の際に絵素電極３２と対向電極３３とのクロストークによって対向電極３３
に発生するリップルノイズを低減し、表示品位の低下を抑制できる。また、絵素電極３２
と対向電極３３との間の絶縁層（ゲート絶縁膜１７）を薄くできるので、開口率を向上さ
せることができる。
【０１０５】
　本発明の態様２にかかる液晶表示装置１００は、上記態様１において、入力信号のフレ
ームレートを増加させるフレームレート変換部７を備え、上記制御部（ソースドライバ４
）は上記フレームレート変換部７によってフレームレートが変換された入力信号に基づい
て各絵素（サブピクセルｓｐ）に対する印加電圧の極性を制御する構成である。
【０１０６】
　上記の構成によれば、第１処理と第２処理とを交互に行うことによって極性反転周波数
の実行値が下がることによって表示品位の低下が生じることを防止できる。
【０１０７】
　本発明の態様３にかかる液晶表示装置１００は、上記態様１または２において、上記制
御部（ソースドライバ４）は、上記第１処理と上記第２処理とをフレーム毎に交互に行う
通常駆動処理と、各絵素（サブピクセルｓｐ）に対する印加電圧の極性を所定数のゲート
バスラインＧ毎またはソースバスラインＳ毎に反転させる調整用駆動処理とを切り替える
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機能を有している構成である。
【０１０８】
　上記の構成によれば、通常駆動時には通常駆動処理を行うことでフリッカーを防止する
一方、対向電極３３に対する印加電位（対向電位）を調整する処理を行う際には調整用駆
動処理を行うことでフリッカーをあえて発現させ、このフリッカーを小さくするように対
向電位を調整することができる。
【０１０９】
　本発明の態様４にかかる液晶表示装置１００の駆動方法は、複数のゲートバスラインＧ
と、上記各ゲートバスラインＧと交差する複数のソースバスラインＳと、上記ゲートバス
ラインＧと上記ソースバスラインＳとの交差部毎に設けられた絵素（サブピクセルｓｐ）
とを備え、上記各絵素（サブピクセルｓｐ）が同一基板（ＴＦＴ基板１３）上に絶縁層（
ゲート絶縁膜１７）を挟んで配置された絵素電極３２と対向電極３３とを備えている液晶
表示装置１００の駆動方法であって、各絵素（サブピクセルｓｐ）に対する印加電圧の極
性をｍ本（ｍは２以上の正の整数）のゲートバスラインＧ毎またはｍ本のソースバスライ
ンＳ毎に逆極性に設定する第１処理と、各絵素（サブピクセルｓｐ）に対する印加電圧の
極性をｎ本（ｎはｍの２分の１以下の正の整数）のゲートバスラインＧ毎またはｎ本のソ
ースバスラインＳ毎に逆極性に設定する第２処理とを、フレーム毎に交互に行うことを特
徴としている。
【０１１０】
　上記の方法によれば、極性反転の際に絵素電極３２と対向電極３３とのクロストークに
よって対向電極３３に発生するリップルノイズを低減し、表示品位の低下を抑制できる。
また、絵素電極３２と対向電極３３との間の絶縁層（ゲート絶縁膜１７）を薄くできるの
で、開口率を向上させることができる。
【０１１１】
　本発明は上述した実施形態に限定されるものではなく、請求項に示した範囲で種々の変
更が可能である。すなわち、請求項に示した範囲で適宜変更した技術的手段を組み合わせ
て得られる実施形態、および各実施形態にそれぞれ開示した技術的手段を組み合わせて得
られる実施形態についても本発明の技術的範囲に含まれる。
【産業上の利用可能性】
【０１１２】
　本発明は、絵素電極と対向電極とが同一基板上に絶縁層を挟んで配置された液晶表示装
置に利用できる。
【符号の説明】
【０１１３】
１　電源回路
２　タイミングコントローラ（制御部）
３　ゲートドライバ（制御部）
４　ソースドライバ（制御部）
５　液晶パネル
６　バックライト
７　フレームレート変換部
１３　ＴＦＴ基板
１４　液晶層
１５　対向基板
１７　ゲート絶縁膜（絶縁膜）
３１　スイッチング素子
３２　絵素電極
３３　対向電極
３４　半導体膜
３５　共通配線
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３６　補助容量電極
３７　補助容量配線
１００　液晶表示装置
１００ｂ　液晶表示装置
Ｇ　ゲートバスライン
Ｓ　ソースバスライン
Ｐ　ピクセル
ｓｐ　サブピクセル

【図１】 【図２】
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【図１６】 【図１７】

【図１８】 【図１９】
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【図２０】 【図２１】
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摘要(译)

要解决的问题：减少电极之间的串扰，而不会使图像元素的结构复杂
化。 解决方案：液晶显示装置包括将每个像素的施加电压的极性设置为
每m个栅极总线（m是等于或大于2的正整数）或每m个源极总线的反极
性的第一过程，并且对于每n条栅极总线或n条源极总线，将施加到像素
的电压的极性设置为相反极性的第二过程（n是等于或小于m的一半的正
整数）或者对于每个帧。 .The 20
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